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〈論文}

ホタテガイの流通と産地仲買人の実態と機能についての考察
一青森県平内町漁協を中心に一

黄少敏場・岡部守村・増井好男村*

Scallop Circulation and the Realities and Functions of Home Brokers: 

The Aomori Prefecture Hiranai幽 choFishery Cooperative 
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Tokyo University of Agriculture 

MASU 1， Yoshio 
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Abstract: 

This paper clarifies the form and the features of the scallop marketing channel. The feature of 

scallop circulation system is that both home brokers as well as general marine products brokers exist 

Distribution of scallop products includes two stages: that of the consuming region market as well as 

that of the home market. Those who buy at the home market in effect buy the scallop from the fishery 

prefectural cooperative through the home brokers， and are selling over to the consumer base market 

and the food company. The field investigation clarifies the features and functions of the home brokers. 

(Key wordsJ scallop circulation， Aomori Prefecture， home brokers 

I はりめに

青森県における養殖ホタテガイの生産量は平成

17年8.3万トン、 122億円、 18年6.5万トン、 96億円、

19年9.1万トン、 90億丹、 20年7.7万トン、 85億円

となっている。生産量は変動的であり、生産金額

は低下傾向で推移している。青森県はホタテガイ

養殖の発祥地であり、ホタテガイの生産最は北海

道に続く、全国第2位の位寵にあり、ホタテガイ

養補業は青森県にとって重要な漁業である(表

1)。したがって、ホタテガイの安定的な生産の

確保と販売は3重要な課題となっている。

ホタテガイの流通に関する研究は、平沢豊[1]

[2]、境一郎 [3]、長谷川健二日] [6]によ

って取り組まれ、ホタテガイの販売や産地市場、

漁協共販などの問題について論じられてきた。沼

野祐二・種市俊也ら [7]は北海道鰐走市におけ

るホタテガイの集出荷にかかわる地域波及効果に

ついて才食言すしている。

しかし、ホタテガイの流通と販売に関する問題

は依然として重要な課題として残されており、小

稿ではホタテガイ産地におけるホタテガイ流通に

重要な役割を泉たしている産地仲買人の実態と機

能について考察するものである。

*東京農業大学大学説(院) * *東京農業大学 ***東京農業大学 キーワード:ホタテガイ、

青森県臨奥湾、ホタテガイ流通、産地仲買人
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表 1 全国ホタテガイ水揚げ実緩年度別推移

{f'lえ 総数 北海道 百森県

(511.成) (A) (B) B/A (%) (C) 

10 481.403 382，039 79 78，300 
11 476.757 384，528 81 72.426 
12 500，917 404.452 81 80.406 
13 516，791 415，898 80 80，964 
14 569.135 451，514 79 94.528 
15 542，840 450，654 83 71，580 
16 501.578 387，049 77 95.119 
17 458.163 358，561 78 83，287 

出所・青森県漁連資料より作成。
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図 1 青森県ホタテガイの組合共販実緩の説会

出所:青森県漁連資料より(平成18年度)

E 概況

平内町漁業協同総合は、昭和信 (1970)年7月

2日、町内6漁協が合併し、新発足した。県内ば

かりか東北、北海道各地のなかでも最大規模を誇

る組合である。

合併前にも控奥湾岸に生きる漁民の生活安定化

方策として、ホタテガイ養殖に努めてきたところ

だが、合併により漁協の大型化の実現で組合員の

意思統ーが可能になったこともあって、ホタテガ

イ養殖技術の確立に果敢に挑戦が出来た。その結

果平成9 (1997)年度には総水揚げ金額は67億円

に達した。これは合併時の予想、をはるかによ留

り、また達成年も予想、を越えたスピードになって

いる。そのホタテガイは、平成18年の生産量は

28，0∞トンを突破。ホタテガイを取扱う単協とし

ては、日本一の漁協として知られるようになった。

際奥湾 06.6万ha)の漁場(区画漁業権漁場は

岸からおよそ5，∞0-6，0∞mまでの海域であり、

その面積は 5万haで、ある)を利用して、昭和40

年代から発展し産地を形成した。平内町漁協(現

在の組合員は1，043名)が産地の中心であり、

森県の生産量の44%を占めている。(菌1)

平内町には、青森県が世界に誇るホタテガイ増

養殖研究のスタッフを集めた青森水産増殖センタ

ーがある。陸奥湾の浅海養殖の基礎研究は昭和27

年以来むつ市大湊にあって、大きな研究成果をあ

げてきた。その研究の最大特搬は陸奥湾における

ホタテガイ増養殖の研究である。当初の出発点と

した地まきから養殖に転換し、平内漁協はいち早

くホタテガイの養殖に取り組み、ホタテガイを扱

う漁協としては臼本でトップの位置にある。いま

でも日本一の技術を持つ漁協として評値されてい

るところで、ある [4J。

匝 ホタテガイの流通と鏑格務成

ホタテガイの流通は、生産者→単協→漁連(共

販)→産地仲買人(加工業者)→消費地卸売市場

または消費地問屋、食品会社など→小売業者→消

費者のルートが一般的である。かつては、おもて
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表2 ホタテガイ共販数襲、金額、単価の推移
上段:数登(トン)中段:金額(百万円)下段:単価(向Ikg)

年度 学成長 霊童 耳づ呼 地まき(平成)
19.643 38.547 24.859 238 

17 2.507 5.511 4.152 42 
127 142 167 176 

19.190 23.238 22.492 540 
18 2.649 3.342 3.525 103 

138 143 157 190 
18.931 40.589 30.850 1.086 

19 1.843 4.072 2.的。 166 
97 100 96 152 

18.674 32.142 25.855 1.144 
20 1.735 3.260 3.361 156 

93 101 129 136 

資料:青森泉漁連の資料により作成。

五分(漁協共販)、うら七分(庭先販売)といわ

れ、産地仲買人による仕込み取引が多く、買いた

たきなどの問題が発生していた。今日では、漁連

による共飯がおこなわれており、漁連がホタテガ

イ寂引に関与するようになっている。漁連共販率

は90%程度、漁協の直販や個人売りの比率は小さ

いものと推定される。その特散として、ホタテガ

イを売る前に、予測した販売金額の内の20%を内

金として、製品工場に前払いにし、完売後漁連が

販売口銭として 2%を殻収する、残りを生産者に

支払って取引は終了する。産地仲買人は40名ほど

であるが、そのほとんどはホタテガイの加工業者

である。落札したホタテガイをボイルホタテに加

工して東京、大阪、名吉震などの大都市却売市場

に上場するとともに、全国各地の中小都市の卸売

市場や食品問屋、スーパーマーケットなどに配

送・分荷するのである。海外に輪出する業者もあ

る。したがって、産地仲買人は生産者が水揚げし

たホタテガイの販売先として重要な流通機能を担

っているのである。

青森県のホタテガイはボイルホタテとして流通

する量が多く、その比率はおよそ76%程度と推定

される。冷凍ホタテ14%、缶詰 6%、千員柱2

%、主主鮮2%などの出荷比率であり、ボイルホタ

テに比較して、これらの比率が少ないことを特徴

としている。北海道ではこF貝柱の比率が多く、宮

城県では生鮮ものの出荷比率が多い。これは産地

の立地と漁場の条件による農地の棲み分けが形成

されているためと考えられる。

表3 ホタテガイの規格別、基準価格霊祭

養殖 規格 (枚数基準) まま準価格
方式 (lOkg) (1-6月) (7 -12fJ) 

EL 30枚以下 70円上げ 90同上げ

霊安 L 31-40 60円上げ 80円上げ

空審
M 41-50 50円上げ 70円上げ

S 51-60 40円上げ 60円上げ

主義 ESA 61-70 30向上げ 50向上げ
貝 ESB 71-80 20向上げ 40向上げ

エワ平 ESC 81-90 10向上げ 30向上げ

ESD 91-1∞ きま準貝 仰向上げ
り

ESE 101-130 20向上げ 10向上げ

ESF 131-160 40向上げ 基準只
EL 30枚以下 1-12月

地まき
L 

時
規格ごと入札

M 

貝 s
ES 91-110 

出所:青森ホタテガイ流通振興協会(平成9年4月より
実施)

注:県漁連は月 2屈入札会を行っている。養殖只 1-
6月までは91枚-1∞枚までの基準、 7-12月の
新J'Uま131-160枚の基準に入札される。地まき兵
については規格ごとの入札である。

ホタテガイの倍格は、産地仲買人(加工業者)

の入札によって、ホタテガイの規格(重量)JJIjに

決定されているが、養殖貝の規絡は10段階に堅分

される。 ELはlOkg当たりホタテガイが30枚以下

の大型貝であるが、 ESFでは10kg当たり 131-160

枚までと小型サイズとなり大きく異なる。地まき

員でのELは30枚以下で養殖貝の規格と開じであ

るが、 ESDの91-1∞枚までの規格となり大型サ

イズとなっている。養殖貝の価格はこれらの規格

ごとに段階轄を設けて決められている。 1-6月

の出荷についてはESDを基準として段階が上昇す

るにつれて基準価格よりも10円ずつ上乗せされ

る。基準よりも小さなサイズのものは10円ずつ価

格が下げられることとなっている。 7-8丹の出

荷についてはESFを基準として 5段階の区分によ

り錨格が形成されている(表2、3)。

青森県漁連資料及びヒヤリングによると、 10万

トンのホタテガイは剥き身にすれば3万トンの歩

留まりである。よって、ボイル 1kgをつくるのに

要するホタテガ、イはESC(kg81-90枚)で約3.5

kgで、ある。例えば、平均単位は160円/kgであった

ので560円が生産者手取である。さらに、卸売り

手数料5.5%を加え、 590.8丹となる。さらにボイ

ル加工され、運搬され、消費地市場で販売される



タテガイを迅速に加工し、消費地に送り届ける分

荷・販売機能、③ホタテガイをサイズ、鮮度、品

質などを基準として用途別に仕分けて価格を形成

する選別・価格形成機能などを担っている。

青森漁連は生産者から販売委託を受けて、産地

仲買人に対して一定のルールの下に、入札を行

い、ホタテガイを販売する役舗を担っている O 特

に、重要となるのは産地仲買人の信用力と資金力

である。生産者が委託したホタテガイの販売代金

を迅速に決済し、代金を速やかに支払うことが重

要である。そのため、産地仲買人として、事前

に、各地区の協同組合に登録、しなければならな

い。産地仲買人は他人と団体組織のニつの主体に

分かれる。単協は各個人や団体(株式会社・有眼

会社)の産地仲買人になる資格の審査を行う。審

査の恭準は特にないが、支払い能力、地元に住所

はあるか、会社の場合、経営利益などの信用力の

審査が必須になる。このように、入札に参加しう

る産地仲買人を漁連が指定することとしている。

指定仲買人は漁連に保証金を納入して登録されて

いる。支払期限(ホタテガイ買い入れ後l週間以

内が限度)内に支払いができなかった場合には、

保託金から充当するとともに、指定産地仲買人の

資格を取り消すこととされている。このように漁

連の共販は、産地仲買人の資格を選別して生産者

への代金決済を保証する機能を担っているのであ

るO

漁連によるホタテガイ製品の販売上七率は地域に

よって異なるが、青森県では産地車売は約20-30

%を占める。販売代金のうち、漁連は市場規定に

38 

価格は703円である。これに5.5%の手数料が加わ

り733.8円で仲賀人に入ったボイルは、小売商か

ら消費者の手に届くまで3傍の2，201円位となる。

即ち、 733.8円で仲買人に渡ったホタテガイには

1，467.6円の中間マージンがつけられている。

主な魚種平均の流通段措別のマージンは次のと

おりである。生産地卸売手数料は通常販売価格の

4-6%。出荷業者小売価格に対する比率は平均

0.5%0 i時費地卸売手数料は中央卸売市場5.5%と

地方卸売市場6-γ%である。仲卸消費地卸売価

格に 3-10%をかけた額で小売業者に販売する。

このようなホタテガイの価格決定は、ホタテガ

イの出荷サイズによって価格が異なるので、漁業

者は養殖のプロセスと出荷の時期とホタテガイの

サイズとを見合せながら販売戦略をうちたでなけ

ればならない。睦奥湾の漁場の条件も場所により

地形が異なるため、養殖のタイプも地域により異

ならざるを得ない。ヰ土成貝の価格は低位である

が、過密養殖による場合は早期に出荷せざるを得

ない問題を抱えていることを示しているのである。

N 産地仲買人の機能と漁連共販

青森県ホタテガイの流通と産地仲買人の実態と

機能について、青森漁連のA氏と産地仲翼人の8

氏にヒヤリング (2008年 4月24日に現地調査と

2008年10月3日に追加調査)をした結果から考察

を行う。

産地仲買人の機能は①迅速に大衰のホタテガイ

を買い付け処理する集荷・催決めする機能、②ホ

一
般
消
費
者

すし廃

言葉 j料理屋
務 iホテル
JllIレストラン

給食

大 j百食底

議|スーパー
望号 i生協

(ボイル)流通経路

出所・現地ヒヤリングより作成(県漁連資料参考)。

ホタテガイ図2
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よる金額を販売手数料として受け取る。一方、加

工業者である産地仲買人は漁連から落札したホタ

テガイをボイルに加工して、各市場を通しての流

通と水産会社などを通しての業務用、大口需要へ

の販売は70~80% を占める。加工製品が大量にあ

った場合とか、他の地域から注文があった場合に

短時間で資金の回収ができ、資金の回転率を高め

る優位性を発樺できる(図2)。
青森におけるホタテガイの産地価格は、漁連と

産地仲買人(加工業者)とで毎月入札によりその

月ごとの産地統一催決めが行われるが、この場合

は漁連がホタテガイの価格の決定の主導権をもっ

と書われるが、現実には各漁協と産地仲買人(加

工業者)が交渉して、ホタテカYの価格を決定す

るのである。平内町漁協のホタテガイ入札会は、

半成長の場合は月に 1回、成員の場合は月に 2回

行われているが、産地仲買人の階層性もあり、少

数の大手仲買人の買い付け比率が高く、大多数の

小規模の仲買人は買い付け詑率が低く、ホタテガ

イの儲格形成は大手仲買人の買い手市場となり、

漁連の儲格形成力は十分に発揮されているとは言

い難い。産地仲買人の多くは、ホタテガイを集荷

して加工し、会盟各地の情報と販売網を駆使し

て、ホタテガイを分荷・配送する機能を担ってい

るのであり、漁連共販は、漁業者の販売を組織的

に行うことによって、産地仲買人を指定し、確実

に代金を回収する保証機能を担っているといえよ

っ。

V おわりに

ホタテガイの流通は漁連の共販によって行われ

ているが、ホタテガイを買い入れて、加工し全閣

の市場に分荷・配送する産地仲買人の機能が大き

な役割を来たしているといえよう。漁連の指定し

たホタテガイを扱う産地仲買人は:①ホタテガイ

を一定の規格の下に価格を形成し、②ホタテガイ

を加工して全留に分荷配送する機能を担ってい

る。漁連共販は、単協の販売するホタテガイを一

元集荷し、代金決済を保証する機能を担っている

といえよう。

ホタテガイの値格形成力は産地仲買人の加工、

情報、分荷、配送機能に委ねられているが、ホタ

テガイは青森県の漁業にとって重要な位置をしめ

ており、陸奥湾の漁場環境を保全し安定的なホタ

テガイ養殖を存続させ、良品質のホタテガイを生

産することによって価格形成力を強めてゆくこと

が大きな課題であろう。
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